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「東京バビロン的ダンスコレクション 2018」

参加作品

主催：東京バビロン

共催：一般社団法人大橋可也 & ダンサーズ

協力：公益財団法人セゾン文化財団



国民の創生

鼓次郎  （こじろう）

1 9 8 9年、兵庫県生まれ。多摩美術大学に入学後、映像作家ほしの
あきら氏の元で、和太鼓を学ぶ。 2 0 1 3年よりソロ活動を開始。改
造和太鼓を使い、ライブハウスを中心に和太鼓が今迄無かった領域
に切り込んだ活動を展開。和太鼓チーム「器 - U T S U W A -」を立ち
上げ、フィリピンでの劇場公演をはじめ、ロシアでの企業のセレモ
ニーなど、積極的に活動している。大橋可也 & ダンサーズには
2 0 1 5年の『ヘヴィメタル』公演に音楽として参加。伝統芸能では
ない和太鼓の可能性を押し広げるべく活動中。破戒がモットー。

阿竹花子  （あたけ  はなこ）

1 9 9 6年、 L o n d o n  S t u d i o  C e n t r e  卒業。クラシックバレエ、コ
ンテンポラリーダンス、アシュタンガ・ヨガをバックボーンに日本、

イギリス、フランスのダンスカンパニーや劇団に客演するなど国内
外で活動する。2 0 0 5年の旗揚げよりクリウィムバアニーの踊り子。

『斎王』奥田瑛二監督／三重テレビ制作（ 2 0 1 6 ）、『ピンク・ダン
ディ』自作ソロ（ 2 0 1 7）、『KれウィンバーN nイー』クリウィムバ
アニー（ 2 0 1 7）、『 c r e w i m b u r n n y  p r e s e n t s  ¥℅楽  P a r t y ! ! !』

クリウィムバアニー（2 0 1 8）

また、ヨガインストラクターの顔も持つ。 2 0 0 2年より 1 2年間に渡
り、ケン・ハラクマ主宰インターナショナル・ヨガ・センターでア
シュタンガ・ヨガのクラスを担当。シルク・ド・ソレイユ来日時や、

アディダス、ゴールドウイン主催 W Sで講師を務める。

＊＊2 0 1 9年6月  クリウィムバアニー新作公演決定！＊＊

松尾望  （まつお  のぞみ）

9歳よりクラシックバレエを始め、 1 8歳で上京後コンテンポラリー
ダンスに出会い加賀谷香に師事。これまでに小池博史、北村明子、

奥野美和、P i c h e t  K l u n c h u n、D a v i d  R o u v e a uなど、数々の振
付家、演出家の作品、国内外のプロジェクトにダンサーとして参加
する傍ら映像作品の振付等、幅広く活動を展開している。「ソロダ
ンサフェスティバル2 0 1 4振付賞」受賞。

高橋由佳  （たかはし  ゆか）

1 9 9 1年、東京生まれ。所属している演劇活性化団体 u n iではリサー
チを元に演劇作品を上演する「ちょいとそこまでプロジェクト」に
携わっている。大橋可也 &ダンサーズへの出演は昨年の「ザ・ワー
ルド2017」に続き2回目。主な出演作品は、杉田協士監督短篇映画
『 遠 く の 水 』 ( 第 8 回 ち ば 映 画 祭 に て 上 映 ) 、 パ ル テ ノ ン 多 摩
× F U K A I P R O D U C E羽衣『愛いっぱいの愛を』、五反田団『新年工
場見学会2 0 1 8』など。

ヒラトケンジ
2 0 1 7年、1 5年振りに踊ることを再開。セッションハウスの2 1フェ
スにて、同年 9月『ロンリープラネット』、 2 0 1 8年 1月『 s u m a h o 』

を発表。 2月妙善寺にてダンサー 7人とミュージシャン 2名による即
興『有徴あるいは無徴』に参加。 8月スターパインズカフェ主催
a r r i v i n gに R  U n d e r  L a b o r a t o r y（ a k k o振付）メンバーで参加。

今回、大橋可也作品に2 0 0 0年以来の参加。

山口雅嗣  （やまぐち  まさし）

1 9 7 3年8月、広島県三次市生まれ。身体を動かすことは苦手であっ
たが踊ることに幼い頃から関心を持っており、 1 9 9 3年からバレエ
を始める。 1 9 9 9年上京。限界を感じ 2 0 0 3年バレエを辞める。そ
れからダンスとは全く縁のない生活を送るも 2 0 1 5年再び踊りたく
なり、コンテンポラリーダンスや舞踏などのワークショップに参加。

2 0 1 6年大野一雄舞踏研究所に通う。 2 0 1 7年よりイベント等で踊
る。2 0 1 7年1 0月、池田芙美代『P o w e r l e s s n e s s』出演。

近藤康弘  （こんどう  やすひろ）

杜の都、仙台市出身。 2 0 0 5年頃より、演劇活動を開始。有り難い
事に、これまで国内外で活動をさせて頂いております。大橋可也 &
ダンサーズには「ザ・ワールド2 0 1 7」に続き、2度目の参加です！

古郡稔  （ふるこおり  みのる）

1 9 8 3年、埼玉県生まれ。2 0 1 3年より大橋可也 &ダンサーズへ参加。

大橋可也&ダンサーズでは東京バビロンプロデュース『驚愕と花びら
# 0 3 』（ 2 0 1 6 ）、明治座アートトリエンナーレのクロージングパ
フォーマンス『沈黙』（ 2 0 1 6）での衣装を担当。演劇・ダンス衣装
デザインの他、グラフィックデザインの領域でも活動中。

大橋可也  （おおはし  かくや）

一般社団法人大橋可也 &ダンサーズ代表理事・芸術監督。1 9 6 7  年、

山口県宇部市生まれ。 1 9 9 3 - 1 9 9 7 年、和栗由紀夫に舞踏を師事。

1 9 9 9年より振付作品の発表をおこなう。ソフトウェアのエンジニ
アとしても業務システムからヒューマノイドロボットのアプリケー
ション開発まで幅広い技術分野で活動している。

大橋可也 &ダンサーズ
1 9 9 9年、結成。暗黒舞踏の振付法を基に現代社会における身体の
在り方を問う作品をつくり続けるカンパニー。代表作に、秋葉原連
続殺傷事件に想を得た『帝国、エアリアル』（2 0 0 8  年・新国立劇場）、

飛浩隆の長編小説を題材にした『グラン・ヴァカンス』（ 2 0 1 3  年・

シアタートラム）。S F  作家長谷敏司とのコラボレーション『プロト
コル・オブ・ヒューマニティ』（ 2 0 1 6年・ E A R T H + G A L L E R Y ）。

ドラマトゥルク長島確と江東区を舞台にしたリサーチに基づくプロ
ジェクト「ザ・ワールド」を継続中。
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